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第１章 問題と目的 
第１節 幼児期の教育 
2017（平成 29）年 3 月 31 日、「幼稚園教

育要領」「保育所保育指針」「幼保連携型認定

こども園教育・保育要領」（以下、3 法令と

記す）が改訂、告示され幼児教育の共通化が

明記された。これは、3 歳児以上の子どもに

ついての幼児教育の共通化ということであ

り、この 3 法令同時改訂の最大のねらいと

なっている。つまり、どの施設に通っても同

様の幼児教育を受けられるということであ

る。この背景には、「子ども・子育て支援新

制度」が大きな転換点となっており、特に、

幼児期の教育・保育の量の拡充と、質の向上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を目的としている。 

を目的としている。 
量の面では、大都市圏の待機児童の解消 

をはじめ、少子化が進む地域の施設統合と

いった従来の幼稚園や保育園という枠組み

を超え、地域の子育てのさまざまなニーズ

に応える新しい施設を設ける等、多様な支

援を行うことが示されている。質の向上に

おいては、全ての子どもに質の高い幼児教

育を実施することを目指し、職員の処遇改

善や研修・キャリアアップの機会の充実な

どの取り組みが行われている。このように

3 法令の改訂は幼児教育の質を高めるのが

目的の一つでもあると言える。 
一般に幼児教育とは、幼児期の教育を指
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要旨 
本論文は、幼稚園での５歳児の遊びの実践事例を取り上げ、遊びを構成している幼児

の実態と育ち、遊びが展開する過程での保育者の役割などを視点に考察した。 
事例においては、保育者は環境を構成し、自身も環境の一部となり子どもを見守る場

面や仲間の一員となって遊ぶ場面が多く見られた。また、子どもの遊びの様子から次の

遊びの展開を予測し、遊びの道具を補足するといった援助を行っていることも示された。

保育者の役割は、大宮（2018）が示すように、見守りと介入するバランスといった経験

と技術、感性が必要であった。保育者は、その時々の保育のねらいや子どもの発達課題

によって適宜かかわり方を工夫していたのではないかと考える。子どもが遊びの中で得

た気づきには、幼児期の育ちや学びがあり、環境に目を向け環境を取り入れる保育者の

視点が、子どもの遊びを豊かにする要因と考える。幼児期にふさわしい保育環境には、

子どもの発達過程や興味関心、生活課題等への理解に基づき、保育者が環境を構成する

ことが重要であると思われる。子ども一人ひとりの状況や発達過程を踏まえて計画的に

環境を構成する力が求められると言える。 
キーワード：主体的な活動、環境教育、計画的な環境構成、適切な援助、教育的意図 
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しているが、教育基本法の第 11 条には、「幼

児期の教育は，生涯にわたる人格形成の基

礎を培う重要なものである」、また、学校教

育法第 22 条には、「幼稚園は、義務教育及

びその後の教育の基礎を培うものとして幼

児を保育し、幼児の健やかな成長のために

適当な環境を与えてその心身の発達を助長

することを目的とする」のように、特に、幼

児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基

礎を培う重要な役割を担っている。 
教育は、子どもの望ましい発達を期待し、

子どものもつ潜在的な可能性に働き掛け、

その人格の形成を図る営みとされている。

そのため、幼稚園、保育園、子ども園では幼

児期にふさわしい生活を展開する中で、幼

児の遊びや生活といった直接的・具体的な

体験を通して、人と関わる力や思考力、感性

や表現する力などを育み、人間として、社会

と関わる人として生きていくための基礎を

培うことが大切である。幼児教育は、生涯に

わたる人格形成の基礎を培うというように、

次の段階の教育に直結することを主たる目

標とするものではなく、後伸びする力を養

うことを念頭に置いていると言えよう。 
また、幼児期は、知識や技能を一方的に教

えられて身に付けていく時期ではないと言

われている。生活の中で自分の興味や欲求

に基づいた経験を通して、この時期にふさ

わしい生活を営むために必要なことが培わ

れる時期であることが知られている。園生

活の中で、子どもの興味や関心、好奇心に基

づき、子どもの主体性、自発性、能動性を尊

重し、環境を通して行うものであるとされ

ている。 
それは乳幼児の子どもの発達の特性を考

慮して行わなければならない。幼児教育は、

子どもの発達を促すことと捉えているが、

保育者はどのようにして子どもの発達を促

していくのであろうか。幼児の一人ひとり

の特性に応じ、発達の課題に即した保育を

行うことが必要であると考える。 
 

第２節 幼児期の発達の特性 
子どもの発達の姿は、大筋でみると、どの

子どもも共通した過程をたどると言われて

いる。保育者として子どもの発達の姿を理

解することは、保育の方向性を大きく誤ら

ないためには必要なことであると考えられ

る。幼稚園教育要領（2018）に、「幼稚園に

おいては，幼児期の発達の特性を十分に理

解して，幼児の発達の実情に即応した教育

を行うことが大切である。」とある。幼児期

の発達の特性といったように、それぞれの

発達期にはそれぞれの発達課題があり、そ

れをこなしていくという考え方がある。幼

児期の発達については個人差が大きいと言

われているが、ある程度一定の順序性や方

向性があり、身体・運動・情緒・認知・社会

性など様々な側面が、相互に関連しながら

総合的に発達を遂げている。 
発達段階とは、子どもの身体的、精神的、

さらに感情的な成長の段階のことである。

この発達段階に合わせた課題を与えていく

こと、また子どもの発達段階を知り、保育者

はより子ども理解を深め、子どもの興味・関

心、生活課題などに応じた保育を行い、成長

をサポートしていくことも必要であると考

える。 
発達心理学者であるエリクソンは、発達

段階論を提唱し、人の一生を８つの発達段

階に設定している。対人や社会との関係か

ら発達段階を考え、各時点に固有の心理、社

会的危機を設定している。それらの危機に

は、「信頼対不信」というような葛藤状況に

あり、それを解決していくことは、ある意味

では発達段階であると言われている。この

発達段階を知ることで人間の成長に必要な

課題を把握できるのではないかと考える。 
発達段階に応じた課題とは、乳児期であ

れば親や周りの大人から愛情を受けること
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で基本的な信頼関係を形成する時期であり、

愛着関係の構築や、興味や関心の対象を広

げていき、認知や情緒を発達させると言わ

れている。幼児期には周囲の人や物、自然な

どの環境と関わり、全身で感じることにつ

ながる体験を繰り返すことで自我が芽生え

る時期と言われている。遊びなどの体験活

動により道徳性や社会性が形成され、自分

と違う他者の存在やその視点に気付き自立

性、挑戦欲が発達する。幼稚園や保育園での

同世代の子どもとの関わりが増え、外の世

界に興味を持つ時期である。知りたいとい

う興味の芽生え（「なぜ〇〇なの？」といっ

たなぜなぜ期）やままごと、ごっこ遊びに夢

中になる幼児後期では、遊びや関心がある

ものについて自発性や積極性が形成される。

さまざまな事柄の「なぜ＝目的」を知ること

で目的意識という力を得られ、自分の興味

があることへの追及ができるようになる。 
実際の子どもの育ちの姿は、直線的なも

のではなく、行きつ戻りつしながら、時には

停滞しているように見えたり、ある時急速

に伸びを示したりといった様相が見られる。

また、それぞれの個性や生活における経験

などの違いによって、同じ月齢・年齢の子ど

もであっても、環境の受け止め方や環境へ

の関わり方、 興味や関心の対象は異なる。

言葉の習得は比較的早いが運動面の発達は 
ゆっくりしているといったように、発達の

側面によって一人の子どもの内にも違いが

ある。 こうした乳幼児期の発達の特性や道

筋を理解するとともに、一人ひとりの子ど

もの発達過程と個人差に配慮し、育ちにつ

いて見通しをもちながら、実態に即して保

育を行うことが求められる。 
発達段階に応じた支援には、一人ひとり

に重点をおいているように、一人ひとりの

子どもを育てる視点を持つことが必要であ

る。幼稚園教育要領や保育所保育指針にお

いては、子どもの発達を環境との相互作用

を通して資質・能力が育まれていく過程と 
して捉えている。すなわち、ある時点で何か

が「できる、できない」といったことで発達

を見ようとする画一的な捉え方ではなく、

それぞれの子どもの育ちゆく過程の全体を

大切にしようとする考え方である。そのた

め、「発達過程」という語を用いている。 保
育においては、子どもの育つ道筋やその特

徴を踏まえ、発達の個人差に留意するとと

もに、一人ひとりの心身の状態や家庭生活

の状況などを踏まえて、個別に丁寧に対応

していくことが重要である。また、子どもの

今、この時の現実の姿を過程の中で捉え、受

け止めることが重要であり、子どもが周囲

の様々な人との相互的関わりを通して育つ

ことに留意することが大切である。 
幼稚園教育要領解説（2018）では、幼児

期の発達の特性を踏まえ、幼児の生活の実

情に即した教育内容を明らかにしてそれら

が生活を通して幼児の中に育てられるよう

に計画性をもった適切な教育が行わなけれ

ばならないと記されている。つまり、幼児自

身が自ら環境と関わり面白さを発見したり、

意味づけや関連性を見出したりしながら、

自らの中に取り込もうと試行錯誤を通して

環境との関わり方を深めていくことと言え

るのではないだろか。心身の発達が著しい

この時期は、環境からの影響を大きく受け、

その後の発達や育ちに重要な意義をもつと

言われている。この時期にどのような環境

の下で生活し、その環境にどのように関わ

ったかが将来にわたる発達や人間としての

生き方に重要な意味をもつことになると考

えられる。 
 
第３節 幼児期の環境教育の意義 
近年、教育現場においても環境教育、いわ

ゆる持続可能な開発のための教育（以下

ESD）が求められている。今日、人間の活

動によって排出される温室効果ガスによっ
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て温暖化となるおそれがあり、生態系や生

活環境に深刻な影響が生じることも懸念さ

れている。こうした環境破壊につながるよ

うな問題等が世界各国共通の課題となって

いる。その解決に向け環境教育に取り組み、

維持できるような社会や経済の仕組みを整

え、持続可能な社会を構築することが強く

求められている。 
2014（平成 26）年、幼児期の環境教育が

環境教育指導資料（国立教育政策研究所教

育課程研究センター,2014）に、初めて位置

づけられ幼稚園教育要領（2018）では、こ

れからの幼稚園には、幼児が持続可能な社

会の作り手となるため基礎を培う役割が求

められると述べられるようになった。ESD
は、環境的視点、経済的視点、社会・文化的

視点から、より質の高い生活を次世代も含

む全ての人々にもたらすことのできる開発

や発展を目指した教育といわれ、持続可能

な未来や社会の構築のために行動できる人

の育成を目的としている。ESD には、環境

保全に取り組むくことも明記されている。

これは私たちの行動や生活が同時代に生き

るすべての人たちに大きな影響を与えてい

るだけではなく、まだ生まれてきていない

将来の世代にも大きな影響を与えることを

強く意識しようとするものであると言われ

ている。その取り組みは、自然環境や生活環

境といった観点で地域によって異なるもの

であるから、地域の特性など身近な問題に

目を向けた教育や学習の内容で構成し、身

近な活動から始めることが望ましいとされ

ている。その上で、身近な環境問題が地球環

境問題につながっていることを認識させ、

地球環境を配慮した問題解決の意欲、態度、

行動力を育てていくことが大切であるとさ

れている。（環境教育指導資料,2014） 
このような取り組みは、環境問題に対す

る危機感から環境への関心を高め、問題解

決のための知識や責任感を育てるためには

必要な教育であると考えられる。 
21 世紀は「知識基盤社会」（中央教育審議

会答申）の時代と言われている。変化が激し

く、常に新しい未知の課題に試行錯誤しな

がらも対応することが求められる社会と言

われている。知識基盤社会では単に知識の

量を増やすのではなく、「生きる力」の育成

を基本理念として重視している。また、この

生きる力を環境教育において育成していく

ことが重要であることが挙げられている。 
知識基盤社会の特質については、そもそ

も 2005（平成 17）年の中央教育審議会答申

「我が国の高等教育の将来像」に記述があ

るが、それは ｢①知識には国境がなく、グロ

ーバル化が一層進む、②知識は日進月歩で

あり、競争と技術革新が絶え間なく生まれ

る、③知識の進展は旧来のパラダイムの転

換を伴うことが多く、幅広い知識と柔軟な

思考力に基づく判断が一層重要となる、④

性別や年齢を問わず参画することが促進さ

れる｣ 等といったものである。 
このような社会様相の変化の中、中央教

育審議会（2016）では「子供たち一人一人

が、予測できない変化に受け身で対処する

のではなく、主体的に向き合って関わり合

い、その過程を通して、自らの可能性を発

揮し、よりよい社会と幸福な人生の創り手

となっていけるようにすることが重要であ

る」とし、こういった資質・能力を育成し

ていくため三つの柱を示している。幼児教

育における資質・能力の三つの柱である

「知識・技能の基礎」「思考力・判断力・ 
表現力等の基礎」「学びに向かう力・人間

性等」が示されている。三つの柱は、幼稚

園教育要領では（１）豊かな体験を通じ

て、感じたり、気付いたり、分かったり、

できるようになったりする 「知識及び技

能の基礎」（２）気付いたことや、できる

ようになったことなどを使い、考えたり、

試したり、工夫したり、表現したりする
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「思考力、判断力、表現力等の基礎」

（３）心情、意欲、態度が育つ中で、より

よい生活を営もうとする「学びに向かう

力、人間性等」と記述されている。無藤

（2018）は、これらの三つの柱について、

実際の指導場面においては、「知識及び技

能の基礎」「思考力、判断力、表現力等の

基礎」「学びに向かう力、人間性等」を個

別に取り出して指導するのではなく、遊び

を通した総合的な指導の中で一体的に育む

よう努めることが重要とし、「遊びを通し

ての総合的な指導」の重要性を説いてい

る。遊びの中で、子どもが興味や関心をも

って周囲の環境に関わり、その環境の様々

な意味を発見し、それらを生活の中に取り

入れていこうとする過程を保障することが

求められている。自然の事象に関わる体験

や友だちとコミュニケーションを取る体験

などには、小学校以降で扱う環境教育の基

盤となる経験が包含されると述べられてい

る(環境教育指導資料,2014）。 
環境教育は、先述した通り広範囲で多面

的、総合的な内容を含んでいるが、幼稚園教

育要領の改訂でより重視している姿が伺え

る。社会の変化に伴い、現代の子どもたちに

とって自然体験の機会が減少していること

を考えると、体験活動の充実を図ることが

求められている。体験活動とは幼児期にお

いては「遊び」と捉え、「学び」の土台とな

り、知の実践化を確かなものとしていくの

ではないかと考える。幼児期の段階から発

達の段階に応じて自然体験活動等は必要で

ある。体験というのは、内面が動くこと、心

が動かされることでもあり、様々なことに

喜んだり感動したりすることである。その

ような体験を積み重ねながら子どもの主体

的な遊びが発展し、生活の場面へと広がっ

ていく。その中で環境との関り方や意味に

気づき、考えるようになる。幼児期にふさわ

しい教育を行う、その中心が環境を通して

の保育である。 
 
第４節 環境を通して行う幼児教育 
幼児期において、なぜ環境を通した保育

を行うことが重要であるのだろうか。幼児

期は、知識や技能を一方的に教えられて身

に付けていく時期ではないといわれている。

生活の中で自分の興味や欲求に基づいた経

験を通して、この時期にふさわしい生活を

営むために必要なことが培われる時期であ

ることが知られている。子どもは、直接的・

具体的な体験から、環境について多くの事

を学び生きるための必要なことを獲得して

いく。自然の不思議さや美しさ、面白さ等に

ついて体を通して感じたり、体験したりす

ることが重要である。こうした自然を含め

た環境についての体験活動を通しての理解

が、将来の人間の生活における自然の持つ

意味や、持続可能な環境の保全について学

ぶ環境教育の基盤となっていく。幼児期に

多くの体験活動を通して身近な環境を学ぶ

ことは、小学校以降の環境教育においての

実感を伴った学習活動にもつながっていく

のではないだろか。 
したがって、環境教育にあたっては、園生

活全体を通して子どもが自然や環境を学ぶ

ことができる機会を十分に確保していくこ

とが重要であり、豊かな体験が得られるよ

うな環境を構成していくことが求められる。 
幼児期は心身の発達が著しく環境からの

影響を大きく受ける時期であるため、この

時期にどのような環境の下で生活し、その

環境にどのように関わったかが将来にわた

る発達や人間としての生き方に重要な意味

をもつことになる。 
幼児期の教育においては、教育内容に基

づいた計画的な環境をつくり出し、幼児期

の教育における見方・考え方を十分に生か

しながら、その環境に関わって幼児が主体

性を十分に発揮して展開する生活を通して、
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望ましい方向に向かって幼児の発達を促す

ようにすること、すなわち「環境を通して行

う教育」が基本となると示されている。 
（幼稚園教育要領解説,2018） 

保育者はこのような幼児期の教育におけ

る見方・考え方を生かし子どもと共により

よい環境を創っていくことが重要といえる。

また、幼児期には特有の生活の仕方がある

とされているため、園での展開される生活

や指導の在り方は幼児期の特性に配慮した

ものでなければならないことも重要である。 
無藤（2007）は、幼児期の教育は子ども

のふだんの学びの延長にあり、その組織化

と集中化にあると述べている。生活や遊び

といった直接的、具体的な体験をとおして、

人と関わる力や思考力、感性や表現する力

などを育み、人間として、社会と関わる人と

して生きていくための基礎を培うことが大

切である。 
このようなことから、特に重視しなけれ

ばならないこととして、「幼児期にふさわし

い生活が展開されるようにすること」、「遊

びを通しての総合的な指導が行われるよう

にすること」、「一人一人の特性に応じた指

導が行われるようにすること」の３点が示

されている。 
幼児期にふさわしい生活とはどのような

ことを行うことが望ましいと言えるのであ

ろうか。先述した、幼児期の教育は“ふだん

の学びの延長にある”というように、園生活

の中で子どもの興味や関心、好奇心に基づ

き、子どもの主体性、自発性、能動性を尊重

し、環境を通して行うものであるとされて

いる。学ぶべき事柄を生活や活動の文脈か

ら切り離して、言葉を主に使って説明を受

けて学ぶのは幼児期にはまだ早いと言われ

ている。この時期は、身の回りにあるものに

関わり、その関わりから多くの事を少しず

つ積み重ねていくことである。また、子ども

は自発的に環境に働きかけることにより人

格形成の基礎となる豊かな心情、物事に自

分から関わろうとする意欲、健全な生活を

営むために必要な態度などを培っていくこ

とが必要とされている。心身の発達が著し

いこの時期は環境からの影響を大きく受け、

その後の発達や育ちに重要な意義をもつと

言われている。 
このようなことの見通しの上で子どもに

とって必要な経験を保障していくために、

保育内容が定められていると言える。幼稚

園教育要領では、環境とは、「周囲の様々な

環境に好奇心や探究心をもって関わり、そ

れらを生活に取り入れていこうとする力を

養う」と示されている。ここでの周囲の環境

とは園内や園外で直接見たり、聞いたり、触

れたりできる子どもの生活の中にあるもの

を意味する。環境に関わることを通して子

どもたちに培われていく資質・能力につい

ては、幼稚園教育要領のねらいには次のよ

うに挙げられている。(１) 身近な環境に親

しみ、自然と触れ合う中で様々な事象に興

味や関心をもつ。 (２) 身近な環境に自分か

ら関わり、発見を楽しんだり、考えたりし、 
それを生活に取り入れようとする。 (３) 身
近な事象を見たり、考えたり、扱ったりする

中で、物の性質や数量、文字などに対する感

覚を豊かにすると示されている。 
子どもは自然に触れて遊ぶ中でその大き

さ、美しさ、不思議さなどを感じ、心を揺れ

動かされている。特に、自然は多様であり、

子どもの発達や興味・関心に応じて多様な

関りをもつことができる。子どもが自然体

験活動をとおして、ものの性質に気づいた

り、数量や文字に触れたりする関わりをも

てるように、環境を整えていくことが大切

である。 
 

第５節 目的 
幼児期の子どもの生活は、興味や関心に

基づいた自発的な活動としての遊びから成
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り立っている。子どもは遊びの中で、自ら取

り巻く環境に様々に働きかける体験を重ね

ながら学んでいる。幼児期の子どもにとっ

て身近な環境と関わる体験は幼児期にふさ

わしい発達を支えることでもあり、環境の

重要性が人間の発達を考える場合、常にそ

の要因の一つとして環境ということが挙げ

られる。 
河邉（2005）は、園における遊びについ

て論じる中で、子どもの内からの欲求によ

って行動が起きる状態、つまり自己課題を

もって遊びに取り組む状態の時、子どもは

実に主体的に行動すると述べている。しか

し、発達尺度や保育者の意図が前面に出過

ぎることが、子どもの遊びにおける主体的

な行動の負の要因になり場合があることを

示唆している。保育者がどう環境を構成す

るか、子どもにどう向き合っているのか等

を問い直すような課題であると考える。主

体性を大切にする保育には、保育者の援助

とのバランスをどうとっていくのかという

問題提起をしていると考えられる。 
以上のような問題意識から本研究では主

体的な活動の概念をもとに、以下の 2 点に

ついて検討する。1 つ目は、子どもの活動の

姿を捉えて環境との相互作用によってどの

ような学びが育まれているのかを明らかに

する。2 つ目は、遊びを支えるため保育者の

適切な環境設定や援助のあり方を検討する

ことを目的とする。 
事例については、著者が勤務していた幼

稚園での記録をもとに考察する。なお、本研

究に直接関連のない情報を意図的に実際と

は異なるように記述すること等の配慮によ

って個人が特定されないように行うことと

する。  
 
第 2 章 事例と考察 
事例１「ダンゴムシのおうち」5 歳児 ４月 
＜背景＞ 

進級したばかりで不安もあるが、年長の

なった喜びも感じている。年中からの気心

の知れた仲間同士、近くで遊び安心して遊

んでいる。外遊びに園庭へ出ると、必ず虫探

しが始まる。この日も数人が園庭の隅にか

たまって一生懸命ダンゴムシを探していた。 
 

子どもたちからプランターの下にいる

から、動かしてほしいという要求があり、

保育者はそれに応じていた。ダンゴムシ

がたくさん見つかると、歓声があがって

いた。砂場で使用するおもちゃのザルを

片手にダンゴムシを次々に見つけては捕

まえてザルに入れていった。G 児は「こ

んなに見つけた。」と笑いながら保育者に

見せた。ふたがない入れ物のためすぐに

ダンゴムが逃げ出すので「おうちにする」

といって、もう一つザルを持ってきて上

から重ねていた。ダンゴムシに「お布団

かけてあげるね」と話しかけながら、葉

っぱを数枚入れていた。その後、片付け

の時間になると「まだ赤ちゃんだから」

と言って、ダンゴムシを元にいた場所に

帰していた。 
 
＜考察＞ 
園庭の虫といった子どもにとっては身近 

な自然との触れ合いである。園環境の中で 
自然の変化を感じ取る、自然への愛情や畏 
敬の念をもつ、いたわり大切にする気持ち 
をもつ等が育まれるようにすることが大切 
である。そのための経験や保育者の役割は 
重要である。 

園庭で見つけたダンゴムシは、身近な生

き物や自然の存在に気付き親しみをもつ経

験につながり、保育者はダンゴムシが捕ま

えられたことを喜ぶ子どもの感情に共感を

示している。単に自然が身近にあればよい

というものではなく、保育者自身が自然と

その変化の素晴らしさに感動する、子ども
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が少しでも自然への関わりの中で、感じた

り気付いたりしたことを受け止め、共感し

ていくことが大切であると考える。 
また、ダンゴムシに対する興味だけでは

なく経験知が増えているようで、探す場所

に見通しをもっているように見える。子ど

もは経験を積み重ねる中で、自然や生き物

に対する興味や関心が深まり、経験が積み

重なっていくと考える。子どもが積極的に

環境と関わる中での発見や驚き等に保育者

が敏感に気付き、子どもの意図や思いを読

み取っていく必要があると言える。 
秋田（2000）は、保育者がどのように子

どもの興味を見取り、見通しを持つかが、子

どもの活動の生成を方向付けるとしている。 
子どもの発見に対して保育者がいかに気付

き、働きかけをしていくかによって子ども

の学びもかわってくるのである。多くの先

行研究では、気付きは学ぼうとする姿であ

ることを示している。保育者の役割は、大宮

（2018）が示すように、見守りと介入する

バランスといった経験と技術、感性が必要

である。その気付きを保育者が見逃さずに

気付き、保育を展開させていくという流れ

によって保育は深まり、学びにつながって

いくと言える。 
 

事例２「アワアワ遊び」5 歳児 6 月 
＜背景＞ 

家庭で使用されなくなった固形石鹼を園

に寄付してもらい、予めおろし金にて粉末

状態にしたものを水で溶かし、泡立て器で

シャカシャカと泡立ていく遊びである。こ

の日は、先に水遊びを行っていた数人の年

長児が慣れた手つきで遊び始めていた。そ

の様子を見て年少児も興味をもち「やって

みたい」という声があがる。そこで、保育者

と一緒に年長児の輪に入り、楽しんだ。 
２－① 
年少児が数人アワアワ遊びのコーナー 

 
＜考察＞ 

事例①では、泡立て器が足りなくなった

ことで、A 児は自分のものを年少児に譲り、 
他の道具で試すようになった。子ども一人

ひとりが自分の好きな活動に取り組むこと

は大切であるが、そのような中でよい人間

関係をつくるには保育者の介入が時として

必要である。この事例では遊びに必要な道

具を譲り合えるよう敢えて声掛けをしない

で、他の遊びを提供している。子どもが自ら

選択できるような環境構成である。子ども

は自分のものを譲って、他の道具を使って

みるという展開は子どもが自律的に考え行

動したと考えられる。 

に来たことで、少し混雑して座る場所が 
狭くなっていた。その内なくなってくる

と、保育者がたらいと洗濯板を用意し「洗

濯コーナー」を作る。数人の年長児はそ

ちらへ移動し、ゴシゴシ洗濯遊びを始め

る。年長の A 児は、使っていた泡立て器

を近くにいた年少児に渡すと、砂場の方

へいき、フライ返しを持って帰ってくる。

シャカシャカと混ぜ始めるが、うまく泡

が立たない。保育者は、A 児が自分の泡

だて器を年少に譲り、他の道具で泡立て

ようとしているのではないかと感じ、「A
ちゃん、どうしたの？」と聞くと、「これ

でアワアワできないかな」と言う。そこ

で、保育者は、「やってみよう」と言って

A 児が泡立て器のように混ぜている様子

をしばらく見守っていた。A 児は、最初

はあまり泡にならなかったが、すぐに慣

れてくると、フライ返しでも上手くでき

るようになった。すると今度はスプーン

やフォーク、スコップなど砂場のおもち

ゃを持ってくると、次々に試していた。

他の子も A 児の真似をして、楽しんでい

た。 
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園には思い思いに遊べる場と遊具の確保

がされていて、いつでも使えるようになっ

ている。子どもたちがやってみたいと思っ

た時にすぐにやってみることができるよう

に必要に応じて材料や道具を用意すること

などの環境構成が大切である。また、同じよ

うにやってみたくなるような保育者と子ど

もの楽しそうな雰囲気があることも必要で

ある。子どものもっと試してみたいという

意欲につながる。 
 
２－② 
A 児と同じように楽しんでいる B 児

は、泡立て器で何度も混ぜているのに、

なかなか泡が立たないことに困っている

様子だった。保育者は、石鹸水を作る時

に多く水を入れ過ぎたのではないかと感

じていた。保育者が、「石鹸足りない人は

ここに置いてあるから少しずつ入れてみ

てね」と声掛けをする。しばらくすると、

B 児は、自分のボールへ石鹸を少し入れ

ては混ぜるを繰り返していた。それと同

時に友だちのやっている様子を観察して

いるようだった。保育者は B 君に「泡で

きてきた～？」と聞くと、「まだ、足りな

いからかなー」とつぶやく。そこで、今度

はボールの水を手洗い場に流し始めた。

水の量を減らすことが関係しているとわ

かったようであった。「先生、できたよ。

なんかクリームみたいになった！」と B
児。自分が納得して満足するような泡が

できると嬉しそうにしていた。このこと

をクラス全体にもアワアワ名人と紹介

し、発見したことの楽しさを伝えていっ

た。 
 
＜考察＞ 

B 児は、生活の中で思うようにならない

いとすぐにあきらめてやめてしまう場面が

見られていた。そのため、事例②で A 児が、

泡ができないという難しさを感じた時に、

保育者はすぐにやり方を伝えるのではなく、

間接的な援助を行っていた。保育者の意図

というものが表れていると考える。子ども

の主体性の育みにおいて、保育者の言葉が

け等はとても重要な役割を担っていると考

えられる。子どもの姿に応じて遊びが充実

するように援助する保育者の役割が必要で

ある。 
子どもは自分のことを分かってもらって

安心すると、自分から動き出す。B 児も①

の A 児も同様に、保育者に見守られること

で安心して取り組んでいることが分かる。

このように、子どもが難しさを感じた時に、

気持ちを受け止め、寄り添う保育者が側に

いることで子どもは安心し、意欲や興味を

もって考えたり試したりできると考える。 
子どもたちの遊び方には、動きながら気

づいていくことや、遊びながら発見してい

くことが多い。行動しながら思いつき、また

行動しながら確かめるという中で自分の発

見したことや考えたことが遊びの面白さに

つながっていくのではないかと考える。 
 
事例３「キリン作り」5 歳児 2 月 
＜背景＞  

年長の生活発表会に必要な動物を、子ど

もたち同士で相談して「キリン」を作成する

ことになった。４人の男児が協力しながら 
キリン作りが始まった。 

作り始める前に 4 人で相談を始めるが

意見がまとまらない様子を見ていた保育

者が、「作り方を紙に書いてみたら」と声

掛けをする。４人のうちの一人 C 児は、

すぐに紙にキリンのイメージ図を描き、

あわせて必要な材料も記し、仲間に見せ

ていた。C 児は、年中児から考えを文字

で表すことが得意であった。体は段ボー

ル、首・足は牛乳パックを使用し作り始

める。 
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C 児が段ボールの体に牛乳パックをセ

ロテープでつけていくのを見て、「ガム 
テープの方がいいんじゃない？」と D 児

がガムテープを持ってきた。最初は、紙

のガムテープを重ねて貼っていくと剥が

れてしまうことに気が付き、保育者に「布

の方を使うといいよ」と促されると、布

のガムテープを使って貼っていった。４

人は、徐々に形になってくるキリンをみ

て嬉しそうにしている。 
しばらくすると、キリンの体や首の重

み、足の長さのバランスの調整がうまく 
いかず、なかなか立たせることができず

にいた。E 児、F 児は、倒れそうになる

キリンを必死で支えながらどうしたら立

たせられるか、C 児と D 児に相談を始め

る。「もっと、ガムテープで頑丈にしてみ

よう」、「牛乳パックを足してみるのは？」

と、意見がでるが、なかなかうまく話が

まとまらない。 
C 児が「ティッシュペーパーの箱で立 

つかも」といい、廃材コーナーから箱を

４つ抱えてくる。そのままでは使えない

ので、D 児がはさみで切りこみを入れ、

その中に足の部分である牛乳パックを差

し込んでみると、うまく立たせることが

できた。その後も完成に向けて活動を進

めていた。 
 
＜考察＞ 
キリンの作成に至っては、最初は 4 人の

意見はバラバラであった。保育者の援助は 
環境を整えることやそこへの関わりを誘導

することであった。C 児は、考えたことや

思いついたこと等イメージを文字や図で表

現することが得意である。D 児は、色々な

ことに対していつも冷静で落ち着いて取り

組めるところがあり友達からも慕われてい

る。保育者は一人ひとりのその特性を生か

した援助を行うことで、活動を支えている

ことが分かった。 
また、園では子どもが自ら興味や関心を

もって環境に取り組むことができるよう、

ものや道具、素材の配置や数量に関する検

討に取り組んでいる。身近な素材がいつも

使いやすいことで、遊びが支えられている

と言える。保育者は子どもたちに布のガム

テープを使うことをすすめ、ハサミではな

く手でちぎってみせていた。5 歳児の後半

という時期からガムテープをちぎるという

経験を取り入れることは発達を促すことに

もつながる。 
子どもの環境との関わりは諸側面の発達

とともに変化する。身体機能の発達、人間関

係の発達、思考の発達など、発達の側面が関

連していると言われている。ピアジェは、そ

の認知発達の理論の中で、子どもが環境と

関わることを通して、子どもの知的な発達

が進むとした。同化（自分の中の枠組みに合

うように外界の事象を理解）と調節（外界の

事象に合わせて自分の枠組みを変化させる）

を通して、周囲の環境について理解を深め

ていると言える。 
ここでは遊びの「切る・ちぎる・貼る」の

活動の中で、ものと出会い、自分のものとし

ていく姿を捉えていく。ハサミやテープな

どの道具はその使い方を身につけてこそよ

り可能性が広がるものである。しかし子ど

もが自ら作り出す生活の中で、物の扱いを

ただ練習することは不自然であり意味がな

い。様々なもとの関わりや保育者の援助な

ど、自分からやってみたいという気持ちが

高まる環境づくりが重要であり、そのよう

な中で繰り返し取り組む姿が促され、扱い

を身につけ、さらに工夫する姿へとつなが

っていくと考えられる。 
この事例では、4 人の子どもたちの意見

がまとまっていない場面があったが、協力

してキリンを作ろうとしている姿がみられ

るようになっていった。幼児期の終わりま
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でに育ってほしい「協同性」の姿には、友達

と関わる中で、互いの思いや考えなどを共

有し、共通の目的の実現に向けて、考えた

り、工夫したり、協力したりし、充実感をも

ってやり遂げるようになる。」と示されてい

る。5 歳児後半になると友だち関係に広が

りや深まりがみられるようになり、周囲の

環境を十分に取り入れて遊ぶようになって

くる。友だちと目的を共有して遊びを進め

る姿や集団で活動することを理解して、そ

の中で自分の役割を果たせるようになる。

また、言葉を伝え合いながら、友だちの意見

も受け入れ問題解決に向かう姿となってい

く。5 歳児のこうした協同性の育ちが、小学

校における教科への学習につながっていく

とも考えられている。 
 

第３章 総合考察 
以上の考察を踏まえ、本章では事例から

見出された学びに着目し、幼児期における

学びを育む環境について整理する。 
事例から遊びの中で自然に触れる体験や

生命の尊さに気付く体験から、思いやりや

好奇心、探究心、思考力等、その過程で多く

の学びを獲得しながら次に向かっていく姿

がみられた。また、友達と自分の思いや考え

を出し合いながら、相手の話を聞いたり受

け入れたりして、遊びが続き友達との関係

ができていく嬉しさを感じていることも示

された。 
また、子どもの自発性、能動性を引き出す

ような環境構成も必要であることも考えら

れる。子どもが園の環境や人に安心し、興味

をもち、自分から動き出していく。それを受

け止めてもらい安心感を得ることで、「もっ

とこうしたい」、「こうしてみたい」と自分か

ら動き出す。このような自発的な活動とし

ての遊びには、子どもの思いや行動を受け

止めることが保育者の役割であるとされて

いる。 

河邉（2005）は、遊びを中心とした保育

とは、単に子どもに自由に遊ぶ時間を与え

る保育ではない。保育者からの適切な援助

を受けながら、自発的な活動としての遊び

を中心にした生活の中で子どもが必要な経

験を積み重ねていくことができる保育と述

べている。保育者の自発的な活動としての

遊びを支えるために適切な援助とはどのよ

うなあり方を言うのであろうか。 
例えば、自分たちで遊びを作っていこう

とする気持ちがもてるような安心して遊べ

る雰囲気である。雰囲気には安心して過ご

せる環境（保育者の存在）や自由に様々なも

のに触れたり選択したりできる環境を整え

ることであると考える。 
子どもの活動との関わりにおいて常に子

どもと共に驚き、感動し、不思議に思う気持

ちをもち、共感する援助が必要であると言

える。子どもの興味をもった時期を逃さな

いようにすることが大切であるのではない

かと考える。自然事象などは日々変化して

いくものであるため、取り上げる機会を逃

さないようにし、感じ、考える体験へとつな

げていくことが大切である。また、子どもた

ちの気付きが深まるように必要に応じて問

いかけていくことが大切である。 
阿部（2006）は、子どもたちの「こうし

たい」という主体性の育みにおいては保育

者の言葉がけがとても重要な役割を担って

いると示している。子どもへの関わり方を

考えた時、保育者はその時に必要な援助に

ついてあるいは介入のタイミングについて

瞬時に判断をしていく力が必要であると考

える。タイミングを逃さずにその場、その時

に応じた言葉がけを行うために保育者は普

段からの観察力、洞察力等、見通しが重要で

あり、個々に応じた幼児理解が必要である

と考える。 
また、保育者は自身の意図を含みこませ

計画的に環境を活用し、子どもの自発性を
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誘導していると言える。つまり、保育者は子

どもが何をしようとしているのか、その思

いを瞬時に読み取ることで、保育者の考え

る教育的意図をもった環境構成がより子ど

もの主体性に添ったものとなるのではない

かと考える。 
保育者にとって遊びのきっかけは偶発的

であったにしても過程の中で実現に向けて

一人ひとりに応じた援助と適切な配慮があ

ったことで遊びが展開されると思われる。 
遊びはまた環境を用意すれば必ず楽しい遊

びに展開するものとは言えない。どのよう

に園の環境を整え、子どもの活動を導き出

すための素材とするか十分に配慮する必要

がある。園に置かれている様々なものへの

関りを誘導することでもある。子どもには

できる限りの多様な環境を用意することが

必要である。同時にそこでの活動にじっく

りと取り組むことが可能になるよう経験を

深めていくことが大切である。環境との出

会いからいかなる活動が生まれるか、それ

を見越した計画的な環境の構成が求められ

る。 
事例においては、保育者は一方的に主導

したり指示したりする姿はなく、見守る、子

どもの働きかけに応じる、仲間の一員とな

って遊ぶ場面が多く見られた。そして、子ど

もが他の子どもと関わることや、他の子に

関心をもつきっかけとなるよう援助を行っ

ていた。子どもの自発的な遊びにおいては、

人間関係が培われる機会が多く得られるの

ではないかと考える。幼児期から児童期に

かけては、直接的で具体的な対象（人やも

の）との関わりで教育活動のつながりを見

通し、円滑な移行を図ることが必要とされ

ている。 
就学に向かう 5 歳児後期の教育課程・全

体的な計画において、教育活動や保育者の

役割を意識して保育することが大切である

と考える。子ども主体と保育者の意図は、保

育者のあり方、立ち位置によっていかよう

にも変容する可能性がある。主体性、自発性

の遊びを構成していくためにも子どもと共

に遊びを楽しむ姿勢が何よりも大切である

と考える。 
 
引用・参考文献 
阿部直美.(2006).保育者の言葉がけにみる

子どもの主体性の育みについての一考察―

「遊び」を通して子どもが伸び伸びと行動

できる保育をめざして―人間科学研究紀

要,5,89-94. 
秋田喜代美.(2000).知を育てる保育,ひかり

のくに. 
中央教育審議会答申.(2005).文部科学省. 
環境教育指導資料.(2014).国立教育政策研

究所教育課程研究センター. 
河邉貴子.(2005).遊びを中心とした保育．萌

文書林. 
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無藤隆.(2018).3 法令改訂（定）の要件とこ

れからの保育. チャイルド社 
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ⅠⅠ  問問題題とと目目的的  

 
コロナ感染症予防のための新しい日常と

して、マスク着用の生活が続いている。特

に他者とのコミュニケーション場面におい

ては欠かせないものであり、集団生活では

乳児を除く子どもにもマスクの着用が促さ

れている。中には、保育園や幼稚園に入園

した時から、園の先生も友達も、そしても

ちろん自分も全員マスクであり、マスク着

用の顔が「○○ちゃんの顔」として周囲か

ら認識されている状況に置かれている子ど

もも少なくないだろう。 
 髙木（2021）は、「顔全体、特に口元が
見えることと感情理解は密接な関係がある

こと、そして相手の感情が理解できること

は、コミュニケーションへの安心感に、さ

らに笑顔が見えることによってコミュニケ

ーションの意欲と継続につながる」と述べ、

マスクを着用し、顔全体や口元が互いに見

えない環境の中での、子どものコミュニケ

ーション能力発達に対する負の影響につい

て示唆している。また、ニューズウィーク

日本版（2021）も、マスク着用によって相
手の表情が隠されてしまうと、情報の多く

を見逃す可能性があり、その結果、感情認

識に困難さが生じることや、社会性の発達

に問題が生じる可能性を指摘しており、子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ーションの意欲と継続につながる」と述べ

ている。したがってマスクを着用し、顔全

体や口元が互いに見えない環境の中での、

子どものコミュニケーション能力発達にと

って、表情が見えることは重要であるが、

マスク着用によってそれが阻害されてしま

う危険性は否めない。 
 表情理解能力の発達について、菊池

（2004）は 3歳から 6歳、櫻庭・今泉（2001）
は 2歳から 4歳の間に、急速に発展すると
述べている。また桝田（2014）は、感情を
引き起こす状況的要因や基本的な表情の認

識は、幼児期において大きく発達すると論

じている。このように表情や感情の理解能

力の発達と、幼児期の発達段階は密接な関

係にあると言えよう。 
 またマスク着用と子どものコミュニケー

ションに関して、先行研究は散見されるが、

保育場面におけるマスク着用のコミュニケーションが 

子どもに与える影響 

ーSCAT による分析を通してー 
 

髙木麻美子 

 

How Giving Meaning to Communication while Wearing a Mask can 
Influence the Development of Children 

A Consideration from the Perspective of SCAT Analyses  
Mamiko Takagi 

 

 感染症予防として集団生活場面では子どもにもマスク着用が促されている。本調査で

は、マスク着用が保育現場における保育者と子どものコミュニケーションに与える影響

について、SCATによる分析方法で明らかにしていくことを目的とした。 
その結果、マスクで表情が見えにくくなることは、非言語的および言語的コミュニケ

ーション場面において、保育者と子ども双方に不安感をもたらしていること、集団の中

での支援の手からこぼれてしまう可能性のある子どもの存在、そして、子どもの表情理

解能力や感情認識能力の発達に影響を与える可能性が示唆された。 
 Key word : マスク着用、コミュニケーション、保育者、子ども、SCAT 
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感染症対策としてのマスク着用が大人だけ

でなく子どもにも求められる日常が二年以

上継続している現状を調査した論文は見当

たらない。 
 では実際、互いにマスク着用で子どもた

ちとコミュニケーションを図っている保育

園や幼稚園の保育者は、マスク着用での子

どもとのコミュニケーションについて、ど

のように感じているだろうか。本調査は、

コロナ禍における新しい日常としてのマス

ク着用が、保育現場における保育者と子ど

もとのコミュニケーション場面に与える影

響について明らかにしていくことが目的で

ある。加えて、子どものコミュニケーショ

ン能力の発達について考察していくことは、

今後の保育の向上に結びつけていくことが

可能であると考える。 
 
ⅡⅡ  方方法法  

 
11..調調査査方方法法  

 本調査は、半構造化インタビューを用い

た。質問項目は次の４項目である。 

 

① 保育者がマスクを着用して子どもとコ

ミュニケーションを図った場合と、マス

クなしの場合を比較して、どのようなこ

とに違いを感じるか 

② 子ども自身がマスクを着用して保育者

とコミュニケーションを図った場合と、

マスクなしの場合を比較して、どのよう

なことに違いを感じるか 

③ マスクを着用した状態での笑顔は、コ

ミュニケーションにどのような影響を与

えると思うか 

④ マスク着用の日常は、子どものコミュ

ニケーション能力の発達に、どのような

影響があると思うか 

 

22..分分析析方方法法  

 本調査では、SCAT（Steps for Cording And 

Theorization）（大谷, 2008）を使用した。

この手法は、質的分析手法の一つであり、

比較的小規模の質的データの分析にも有効

であるとされ、その質的データの客観性を

高めることにも有効であるとされているた

め、本調査では SCAT を取り入れた。 

 この手法では、まず言語データをセグメ

ント化する。そして（1）データの中の着目

すべき語句を抽出する。（2）それを言い換

えるためのデータ外の語句を考案する。（3）

それを説明するための語句を考案する。（4）

そこから浮き上がるテーマ・構成概念の順

にコードを考えて付していく。コーディン

グ終了後、ストーリーラインを作成し理論

記述を試みるという作業を行った。 

 

33..調調査査協協力力者者  

 調査協力者は、都内 X幼稚園で幼稚園教

諭として働く９名である。全員に、本調査

の趣旨や目的に同意をいただいている。X

幼稚園の空き教室においてインタビューを

実施した。データは調査協力者の許可を得

て、ボイスレコーダーアプリを用いて録音

した。面接回数は一回で、所要時間は１５

－２０分、面接記録は逐語録を作成した。 

 調査協力者は幼稚園教諭経験が７年以上、

年齢は２０代後半から５０代で３０代が半

分以上を占め、全員女性である。また、年

少児から年長児まですべての年齢の子ども

たちの担当経験がある。 

 

44..調調査査時時期期  

 ２０２２年４月 

 

55..倫倫理理的的配配慮慮  

 面接内容は学術目的のみに使用し、守秘

義務を守ること、また答えたくない質問に

対する拒否も可能であること等を、事前に

口頭で説明し、了解を得た。 
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ⅢⅢ  結結果果  

  
 

SCATによる分析結果の例を次に挙げる。 
 

テクスト 

 

（1） 
着目すべき 
語句 

（2） 
語句の 
言い換え 

（3） 
テクスト外

の語句 

（4） 
テーマ・

構成概念 

特に新入園などというのは、お子さんがわ

かりづらいです。サイズ感が同じだったり

すると、幼稚園なので服装がみんな同じだ

からわかりづらいですね。ただ髪の毛を切

ったということなどには、今までよりも気

づけるようになりました。情報量が少ない

ので、こちらも一生懸命見ようとする。変

わったところに気付きやすくなったような

気がします。少ない情報でなんか違うなん

か違うと、前は全体で見ていたんですけど、

今はパーツ、髪型などで識別したりするよ

うになりました。 

新入園 サイズ

感が同じ わか

りづらい 今ま

でより 情報量

が少ない 変わ

ったところに気

付きやすくなっ

た 今はパーツ、

髪形などで識別 

知らない顔 

従来の識別

方法 判別

困難 他の

情報を収集

する努力 

全体から部

分へ 

経験値の有

無 従来の

識別方法 

試行錯誤 

全体から部

分への情報

収集の変化 

情報収集

の変化 

 
調査対象者９名のデータを上のように

SCATによる手法で分析を進め、ストーリ
ーライン化した。次にその９名のストーリ

ーラインの概要を示す。【】は構成概念を示

している。  
 

11．．AA 保保育育者者ののスストトーーリリーーラライインン  

この保育者は、コロナ禍のマスク着用の

日常において、【じっと見る】子どもの姿に

気づいた。この背景にはコロナ禍以前と比

較して、相手の表情からの【感情理解の努

力】と【笑顔の気配】を得るための努力を

することを余儀なくされている子どもの状

況がある。 
一方、保育者の子ども理解に関しては、

コロナ禍以前は子どもの顔や身体など全体

から得た多くの情報を収束して目の前の子

どもを理解していたが、マスク着用で子ど

もの顔の全体が見えないという経験を通し

て、全体から部分への【情報収集の変化】

を感じている。 

 
また子どもの【言語発達の未熟さ】ゆえ、 

保育者も言語を通しての子ども理解が難し

く、子ども自身も意思伝達の手段として【言

葉を補うための身体表現】を多用するよう

になったと感じている。 
子ども、特に幼児期は表情と感情の関係

を学ぶ、対人関係能力の臨界期であるが、

マスク着用の日常によってこの能力発達が

阻害され、【行間が読めない】子どもが増加

することを危ぶんでいるが、【家庭での過ご

し方】によってそれが回避できるのではな

いかと期待している。  
 

22．．BB 保保育育者者ののスストトーーリリーーラライインン  

この保育者は、子どもの不安を取り除く

ための方法の一つとして、アイコンタクト

を用い、子どもとの【意思の疎通と安心感】

を大切にしていた。しかし、マスク着用に

より保育者の顔全体は子どもに見えない状

況となり、自分が発信したことに対する【子

どもからの情報減】、すなわち【意思の疎通
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不十分さと不安感】を感じるようになった。 
そして子どもとの感情伝達は目と口元両

方でこそ力を発揮すること、【意思の疎通と

顔全体が見えること】の重要性を意識する

ようになった。これは【遊びにおける表情

の役割り】とも関連しており、遊びの輪に

入るきっかけの一つである相手の表情が、

顔全体が見えないことによってつかみにく

いことは、遊びながら成長する子どもの発

達にも影響していると考えている。 
また言語発達において、口の動きの観察

は大きな役割を担っていると感じているが、

それがマスク着用によって困難になってい

ることから【言語発達の遅れへの懸念】も

感じている。さらに、マスク着用で口元が

見えないことにより、【健康チェック困難】

も危惧している。  
  
33．．CC 保保育育者者ののスストトーーリリーーラライインン  

この保育者は、コロナ禍におけるマスク

着用の日常において、子どもへの【感情伝

達の努力】の一つとして【目中心のコミュ

ニケーション】を意識するようになった。 
一方で、子どもと保育者双方の感情表出

や情報発信の仕方や【情報収集の変化】に

よって、次第に【新しい日常への慣れ】も

感じ、その背景に、初対面からマスク着用

の現状による【顔概念の変化】が存在して

いると考えている。  
  
44．．DD 保保育育者者ののスストトーーリリーーラライインン  

この保育者は、コロナ禍のマスク着用の

日常になったことをきっかけに、子どもた

ちに自分の思いが【伝わっている感】から、

改めて自分自身の表情で感情を表現する力

を感じた。 一方で、表情から感情発信が

苦手な子どもが、目だけでは相手に伝わり

にくく、相手もその子どもの反応を読み取

りにくいといった理由から、“何をされても

平気な子”、“何をしても構わない子”と思

われてしまい、嫌な思いをしがちな様子を

見て、【表現の乏しさと不利な立場】の関係

を感じ、【意思の疎通と顔全体が見えること】

の大切さを実感している。 
しかし顔全体を見せて表現することが困

難な現在、【非言語から言語中心のコミュニ

ケーションへ】の変化を感じ、【思いは言わ

ないと伝わらない】など感情表現の手段と

して、言葉のウェイトが大きいということ

を子どもたちに示している。 
しかし子どもはコミュニケーション力が

未熟で経験も豊富でないため、相手の【表

情と声、言葉のミスマッチ】が生じること

もある。例として笑顔と笑い声の取り違え

【笑顔の勘違い】があり、それによってト

ラブルも生じているという。 
このような中、昼食の時間、子どもたち

がお互いの【顔全体が見える喜び】を楽し

んでいる様子を実感している。 
 

55．．EE 保保育育者者ののスストトーーリリーーラライインン  

この保育者はコロナ禍におけるマスク着

用で【伝わらない不安】を強く感じている。

お互いに相手のことを理解するためには、

本来は顔全体を見せることが必須であると

考えているが、現実は【理想とは異なるコ

ミュニケーションへの慣れ】が生じている

ように感じ、現状を危惧している。また、

【対人関係の臨界期】である幼児期に、顔

全体の表情が見えることは重要であるとも

考えている。 
保育者からの伝達の場面では、子どもが

年少であればあるほど【言語発達の未熟さ】

があるため、コミュニケーションツールと

して言語を用いることは難しいが、表情を

使った表現も困難であり、そこでまた【伝

わらない不安】を感じている。子ども同士

でも顔全体が見えないことで表情から感情

の読み取りが難しく、保育者が【感情理解

の仲介役】に入る必要性も生じている。 
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顔全体が見えることの大切さは、食事の

時の子どもたちの【顔全体が見える喜び】

の様子からも感じ取っている。 
 

66．．FF 保保育育者者ののスストトーーリリーーラライインン  

この保育者は、コロナ禍でのマスク着用

に対する、年少児（3歳児）への影響の懸
念を多く語った。子どもは年齢によって【発

達段階の差】があり、特にコミュニケーシ

ョンにおいて、相手の表情からその感情を

読み取ったり、自分自身の意思を表情を通

して相手に伝達する等【感情理解のための

経験値】は、年少児の場合未熟であり、顔

全体の表情であればまだしもマスクで口元

が見えない状態での【目による意思疎通の

難しさ】を感じている。 
保育者が子どもの反応を受けとめる際に、

【目からの感情理解の難しさ】が存在し、

正しく子どもの意思を読み取れない不安や、

保育者の思いが【伝わらない不安】も抱え

ている。子ども同士でも同様で、表情から

互いの感情理解が難しく、【表情の乏しさと

不利な立場】のように、表情を通した豊か

な感情表現の有無で、おかれる立場の差が

生じてしまうことを危惧している。 
豊かな表情の獲得には、子どもを取り巻

く【家庭環境の重要性】があると考えてい

る。 
    

77．．GG 保保育育者者ののスストトーーリリーーラライインン  

この保育者は、コロナ禍によるマスク着

用などの【新たな日常への慣れ】が保育者

と子ども双方に存在し、マスクを着用した

顔が『顔』というものであるという【顔概

念の変化】を感じている。 
互いの表情の読み取りづらさもなく、特

に問題も生じていないが、コミュニケーシ

ョンにおいては【非言語から言語へ】のウ

ェイトが大きくなり、保育者も【声色の意

識】など【顔の表情を補うための他の表現】

を模索している。 
子ども同士の言葉の掛け合いの増加がみ

られるようだが、【言語能力の低さによる不

利な立場】に置かれる子どもが出てくるな

ど、コロナ禍以前と同様の保育者側の対応

では支障が生じることを懸念している。【保

育者側の意識改革】の必要性を感じている

が、【マスクが壁】になることを心配してい

る。    
 

88．．HH 保保育育者者ののスストトーーリリーーラライインン  

この保育者はマスク着用での意思疎通に

おいて、子どもの反応の読み取りにくさか

ら【伝わらない不安】を感じ、何度も反応

を確かめる行動をとっていた。しかし振り

返ると、意思の疎通はマスク着用の有無に

はかかわらないことに気づき、それには【新

たな日常の慣れ】と環境への子どもの【適

応力】も働いていると考えている。 
一方で、子どものコミュニケーション力

は発展途上で、【表情の読み取り困難】さや

【言語の未熟さ】が存在し、保育者にとっ

て子どもの【感情表現への支援】が求めら

れ、【積極的アプローチの必要性】があると

考えてはいるが、具体的な行動にまでは至

っていないのが現状であると危惧している。

表情、言語ともに未熟な子どもの場合、保

育者の支援がないと【言語表現力の低さに

よる不利な立場】に置かれてしまう場合が

考えられるが、具体的な対策は未だなく【保

育者側の変化の必要性】を実感している。 
 

99．．II 保保育育者者ののスストトーーリリーーラライインン  

この保育者は、マスク着用によって【非

言語的、言語的両方のコミュニケーション

困難】を感じている。これは子ども同士で

も同様である。子ども理解においては、そ

の顔全体を知らない子どもの、マスク着用

下での表情からの【感情理解の難しさ】や、

子どもの様子を見て、その感情の推測を誤
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ってしまうなど、【寄り添うことの難しさ】

も実感している。 
またマスクで表情の動きが見えないため

の【感情表現の変化】として【言葉を補う

ための身体表現】の必要性を感じているが、

これは保育者だけでなく子ども同士でも同

様であると考えている。 
一方、子どものコミュニケーション能力

に関しては、コロナ禍以前と比較して【変

化なし】と感じている。 
 
ⅣⅣ  考考察察  

 

１１．．保保育育者者のの不不安安  

 コミュニケーションにおける【伝わって

いる感】は、自分の発信に対して相手がお

およそ予想通りの反応をし、それを読み取

り、次の発信などに取り入れていくことか

ら生じる感覚だと思われる。 
 互いに顔全体が見えた状態でコミュニケ

ーションを図ることができたコロナ禍以前

は、非言語的コミュニケーション、言語的

コミュニケーションそれぞれをバランスよ

く使用し、意思の疎通も自ずとでき、【意思

の疎通と安心感】を抱くことができていた

と考えられる。保育の現場においても、保

育者と子どもとのコミュニケーションは特

に問題なく行われていたと思われる。 
 しかし、保育者と子ども双方のマスク着

用によって、互いの顔全体を見ながらコミ

ュニケーションを図ることが困難になった

現在、本調査の結果にも見られたように、

保育者は子どもからの反応が読み取りにく

い、今までの意思疎通の方法が有効ではな

いなど、子どもの反応、考え、意思、感情

などを今まで同様正しく理解できているか、

【意思の疎通不十分さと不安感】など【伝

わらない不安】を感じながら、保育に携わ

っているように思われる。 
 

２２．．子子どどもものの不不安安  

 一方、子どもはどうだろうか。本調査に

おいて、マスク着用の保育者の顔を【じっ

と見る】子どもの様子が述べられていた。

この様子から、マスク着用した保育者の表

情から、その意思が読み取りにくく、感情

や反応が分かりづらいため、その不安を解

消しようと【感情理解のための努力】を懸

命にしている子どもの姿がうかがえる。 
 幼児期の子どもは相手の表情からその感

情を正しく読み取る感情理解能力は、発達

段階の途中であり（山田,2011）、経験も少
ない。加えてコロナ禍の現在では、顔を半

分覆い隠してしまうマスクが存在するため、

表情が発信する情報も半減してしまう。そ

うなると、子どもが相手の感情を読み取る

ことは一層困難になり、今まで以上に読み

取るための努力を強いられるだけではなく、

【感情理解の経験値】を高める機会も減少

してしまうことが懸念される。 
 このように、子どもはコミュニケーショ

ンにおいて非言語的部分が発達的に未熟で

あるだけでなく、マスク着用によって顔の

表情という非言語的情報が半減している状

況といった不利な環境に置かれていると考

えられる。 
 保育者が子どもと非言語的手段を使って

コミュニケーションを図ろうとする場合、

マスクで隠されていない「目」が使用でき

る主な手段であると思われるが、本調査で

は〈目をいろいろ動かしても子どもに伝わ

っているか伝わっていないのか分かりにく

い〉〈ここ（目）とか見えないとやっぱり私

たちは今までより大回りしないと伝わらな

いのかな〉など、伝わりにくさを感じる意

見が多く聞かれた。また〈目だけだと年少

は難しくて、先生どっちなの？という顔を

する子もいる〉というように、特に年少児

の場合、「目」だけでコミュニケーションを

図ることに関しては難しさを感じているよ

‒18‒



うにも思われる。 
 子どもの立場から考えると、《保育者が何

か伝えようとしているがよくわからない。

わからないよ、と伝えたいけれど「目」だ

けでは自分の思いを上手に伝えることがで

きない》といった状況であると言えよう。

このように保育者、子ども双方がコミュニ

ケーション場面で【伝わらない不安】を抱

えていると思われる。 
 また本調査で得られた構成概念である

【表情と声のミスマッチ】や【笑顔の種類

の勘違い】から、顔の表情から得られる情

報がマスクにより半減しているため、子ど

もは相手の声色や口調からの情報に引きず

られやすく、その結果誤った判断をしてし

まう可能性も考えられる。 
 
３３．．言言語語的的ココミミュュニニケケーーシショョンン  

 このように、マスク着用の環境において、

保育者と子どものコミュニケーションの手

段としての非言語の使用は、コロナ禍以前

と比較して困難になっていると言えよう。

本調査で【非言語から言語中心のコミュニ

ケーションへ】という構成概念が得られた

が、これは〈今年は言葉言葉って子どもた

ちに言っていましたね。【思いは言わないと

伝わらない】ねって〉いう意見にも見られ

るように、保育者と子どものコミュニケー

ションの手段として非言語から言語へとウ

ェイトの変化の表れであると考えられよう。 
 しかし子どもは、発達段階的に【言語発

達は未熟】であり、音声から相手の発話意

図を認識する能力は未発達である（野口・

小澤・山崎・今泉,2004）。また、会話の能
力に関する質的な発達段階について、全体

像を意識しながら一つの話題を維持できる

のは 4歳になるころであり、内容を整理し
て要約した説明ができるようになるのは 6
歳になるころであると、佐竹・外山・知念・

久野（1994）は述べている。特に年少児(3

歳)は言語によるスムーズな意思疎通は困
難な発達段階にあり、自らの意思や感情を

正確に言語化すること、そして相手が理解

できるように伝えること、また、相手の言

語による発信から正確にその意味を理解す

ることなどは容易ではないと思われる。 
 
４４．．補補ううたためめのの手手段段  

 そこで意思疎通を補うための工夫として、

本調査でも【顔の表情を補うための身体表

現】や【言葉を補うための身体表現】など

の構成概念が得られた。〈子どもたちも、嫌

と言ったような表現もオーバーアクション

になったような気がする〉〈子どもたちに声

で抑揚をつけたりとか、という表現がいっ

ぱいあるんだよって〉〈ダメだよねとかジェ

スチャーが多くなります〉〈やっぱり声のト

ーンというのをすごく意識しています〉な

どの意見から、保育者そして子ども側も身

振り手振りなどの様々な身体表現や様々な

声色の工夫など、【感情表現の変化】が生じ

ているように思われる。 
 また、マスク着用による【子どもからの

情報減】を補うための保育者の工夫として、

〈情報量が少ないのでこちらも一生懸命見

ようとする 変わったところに気付きやす
くなった。少ない情報でなんか違うなんか

違うと前は全体で見ていたのが、今はパー

ツ髪型などで識別したりする〉など【情報

収集の変化】も生じているようである。 
 
５５．．不不利利なな立立場場のの子子どどもものの存存在在  

 このように保育者と子ども双方、コロナ

禍以前と異なるコミュニケーションの方法

が試行錯誤されている現状が本調査より明

らかになってきたが、そのような状況にお

いて、表情や言語能力の乏しさや未熟さに

よって不利な立場に置かれてしまっている

子どもの存在も見えてきた。〈だってこの子

は表情がないから何を思っているか分から
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ないし、だから何してもいいやっておもち

ゃを取られたり〉〈怒っているのか泣いてい

るのかわからないと手を出しちゃうとか、

感情が乏しい子は判断が見てもわからない

ので、そういう差はマスクがない時よりも

増えてくるのかな〉〈普段から表情が豊かで

ない子はどうやったら自分を表現できるん

だろうと思ったけれどやっぱりできない〉

など自分自身の意思や感情を相手に伝える

ことの得意不得意の差が大きくなり、それ

が苦手な子どもは、結果的に嫌な思いやも

どかしさを感じてしまうことが増えてきた

現状が本調査では多く語られていた。 
 そしてこの状況に対して保育者は、子ど

もの【感情表現への支援】をすること、【感

情理解の仲介役】となること、そして【積

極的アプローチの必要性】の必要性を感じ、

そのためには【保育者側の変化の必要性】

や【保育者側の意識改革】が求められてい

ることを把握していた。しかし、〈じゃあど

ういうことをしたかと言ったらまだそこま

で至っていない〉〈どんな気持ちかなという

ことに関して、こっちもこれまで以上に気

にかけていかないと。先生に気づいて欲し

いなと思っていても、こうやってもらいた

いなと思っていても、でもこの【マスクが

壁に】なってしまって〉などと、具体的な

対策はまだ不十分であり、早急に解決すべ

き課題であると受け止めていることが明ら

かになった。 
 
66．．対対人人関関係係のの臨臨界界期期  

 保育者が感じている課題には、子どもの

発達に関する懸念も挙げられていた。〈人の

表情から感情を読み取るというのは、この

時期にできていくはずなんです〉〈相手の表

情を学んだりする大切なこの時期〉などの

意見が見られたが、幼児期はコミュニケー

ションの基礎を築く大切な時期であり、臨

界期であると考えられる。周囲の環境の中

で、様々な関係や経験を通して子どもはコ

ミュニケーションを学び成長していくもの

だが、子どもを取り巻く環境がコロナ禍に

より大きく変化したことにより、子どもの

コミュニケーションについての学び方も大

きく変わってきたことが本調査によって明

らかになった。 
 幼稚園や保育園など他者との集団での関

わりの場においては、マスク着用により非

言語的コミュニケーションの学びが困難に

なり、保育者たちは様々な工夫を試みてい

るが、まだ有効な具体策は見つかっていな

い。 
 そのなかで唯一互いの顔全体が見える環

境が家庭である。〈家庭でいかに表情豊か

に〉〈幼稚園ではできなかった表情の豊かさ

を家庭で得られたり〉などの意見から、コ

ロナ禍において家庭の存在意義が高まって

いると思われる。 
 
77．．新新ししいい日日常常へへのの慣慣れれ  

 以上のように本調査において、コロナ禍

のマスク着用の日常により、保育者と子ど

もにおけるコミュニケーションの変化が生

じ、その影響について懸念する保育者の声

が多く聞かれた。 
一方で〈マスクというものが生活の一部

になっているので〉〈マスク生活が長すぎ

て〉など【新しい日常への慣れ】も見られ

た。 
また、〈マスクというものが生活の一部に

なっているので、子供たちの表情の読み取

りも私も慣れていきますし、もしかして子

どもたちも、ここだけでも表情が見えやす

いのではないかと思います〉〈マスクがあっ

てもなくても子どもも環境に適応するので、

あまり違いがないかな〉など、子どもの環

境への【適応力】に言及した意見も見られ

た。 
さらに〈入園した時からみんなマスクな
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ので、マスクしている先生が当たり前なの

で、今はマスクをしているこういう顔です〉

というように、非言語的コミュニケーショ

ンにおいて大きな役割を果たしている顔の

表情であるが、顔そのものの概念の変化【顔

概念の変化】も生じていることも明らかに

なった。 
これらのように、２年以上続いているマ

スク着用の生活で、保育者も子どもも、こ

の日常に適応しているように思われる。し

かし、〈子ども達はマスクに慣れてしまって

いるので、以前とそこまで違うということ

はない。でももっと表情を見て、お互いわ

かってコミュニケーションを取ってほしい

な〉 〈表情を通してコミュニケーションを
取るとか、見えないからより考えるかもし

れませんが、見えないから分からないこと

も あると思います〉と、【理想とは異なる
コミュニケーションへの慣れ】を嘆き、不

安を感じている声も聞かれた。 
子どもの環境への【適応力】を信頼し期

待することも考え方の一つだと思われるが、

本調査での構成概念に挙げられたような

【顔概念の変化】は、未だかつて経験しな

かった状況であり、【マスクが壁】にならな

いとは言い切れないと筆者は考える。 
  
ⅤⅤ  ままととめめとと今今後後のの課課題題  

 
 本調査では、コロナ禍における新しい日

常としてのマスク着用が、保育現場におけ

る保育者と子どものコミュニケーション場

面に与える影響について、SCATによる分
析方法で明らかにしていった。 
 マスクで表情が見えにくくなることは、

非言語的および言語的コミュニケーション

場面において、保育者と子ども双方に不安

感をもたらしていることが分かった。そし

て、マスク着用下のコミュニケーションと

いう従来と異なる状況の中で、保育者が工

夫をこらしているにも関わらず、集団の中

での支援の手からこぼれてしまう可能性の

ある子どもの存在も見えてきた。また、子

どもの表情理解能力や感情認識能力の発達

に影響を与える可能性が示唆された。 
 マスク着用の日常に対する慣れもあるが、

それに甘んじることなく、新たな視点から、

保育の場面における子どものコミュニケー

ションについて議論し、子どもの健やかな

成長を支えていくことが必要であると考え

る。 
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ははじじめめにに  

――――――――――――――――――― 

11..  ココロロナナ禍禍でで翻翻弄弄さされれるる保保育育現現場場 

 2020 年に世界各地を襲い、今なお収束を

見せていない新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）（以下、「新型コロナウイルス」）、

このウイルスの感染拡大により我々の社

会・経済活動のみならず生活様式や価値観

までもが一変した。 

日本では2020年1月に初めて感染が確認

され、2 月末には政府より全国の小・中・高

校・特別支援学校の一斉臨時休校を要請す

る方針が示された。文部科学省は幼稚園に

対し、全国一斉休業の要請の対象外とし、内

閣府も認定こども園の休業要請の対象外に

している。そして厚生労働省は保育所等に

対して、感染予防に留意した上で原則開所

を依頼しており、全国の保育所等は登園自

粛や保育活動の縮小といった柔軟な対応を

迫られた。背景として、保護者は基本的に仕 

 

事をしており、子どもが自宅にひとりでい

ることが出来ない年齢であることが考えら

れる。 

保育現場では各行政機関から新型コロナ

ウイルスの対応関連通知や事務連絡が頻繁

に届き、感染対策の試行錯誤が繰り返され

てきた。実際に保育者や園児、その家族が感

染・濃厚接触者になった場合等の細やかな

対応が、日々の保育活動の業務に加えて重

い負担となっている。 

そして、子ども達の保育活動そのものに

も多大なる影響が及んでいることが明らか

になってきた。 

「保育白書 2021」で井上（2021）は、国・

自治体の動向と保育現場の現状を踏まえて

次のように述べている。1) 

 

保育所は、保護者の就労保障機能と 

子どもの成長発達を促す機能を有する 

とされてきた。エッセンシャルワーカ 

コロナ禍での子ども達の遊びの環境を保障する 

～健康・運動の視点から～ 

 

三室絵梨子 

 

Guaranteeing the Environment for Children to Play during the COVID-19 Crisis 
~ From the Perspectives of Health and Exercise ~ 

Eriko Mimuro 

今なお収束を見せていない新型コロナウイルス感染症（COVID-19）によって、保育現

場は社会的に欠かせない存在として見直されてきた。しかし、多くの情報に錯綜されな

がら、保育関係者は厳しく、かつ柔軟な対応を迫られることになる。本研究では、実際

にどのような影響を受けているのか、どのような制約があるのかを保育関係者を対象に

した調査を行うことによって明らかにした。保育現場における保育者の負担や創意工

夫、子ども達の様々な変化、運動会など園行事の新しいあり方への模索などを通じて、

子ども達の遊びの環境がどのように保障されようとしているのか、健康面と運動面を中

心に探求した。 

Key word：COVID-19、感染症対策、健康、運動遊び、運動会
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ーという視点から、就労保障機能が注 

目されたが、子どもの成長発達に関わ 

る機能は、社会生活の維持という面か 

らは重要度・緊急度が低いものだろう 

か？ 保育所の、子どもの成長発達に 

関わる機能も、子どもの権利に関わる 

問題であり、軽視すべきではない。 

   コロナ禍への対応が長期化せざるを 

得ない以上、子どもにとってその時期 

に必要な、遊びや仲間をどう保障する 

のか、社会的な論議をおこすべきであ 

る。 

 

 このように、保護者にとっての預け先と

いう側面だけではなく、子ども達の立場に

立った環境そのものにも目を向けなくては

ならない。保育現場がコロナ禍で翻弄され

ているということは、子ども達の環境も同

様であると考えられる。 

 

22..  子子どどもも達達のの遊遊びびのの変変化化 

 子ども達の時間の過ごし方にも変化が生

じた。運動面ではどのような影響を受けた

のだろうか。 

 国立成育医療研究センターでは、保護者

と子ども（小学生以上）に対して、新型コロ

ナウイルスにまつわる様々な調査を行って

いる。2020 年 5 月の調査によると、コロナ

禍前と比べて未就園児の 53%、年少〜年長の

85%の保護者が、我が子の運動時間が減った

と回答した。2)  

 さらに、未就園児の 62%、年少〜年長の

86%の保護者が、我が子のスクリーンタイム

（スマートフォン、テレビ、ゲーム、パソコ

ン等に費やす時間）が長くなったと回答し

ている。つまり、運動する時間が画面を見る

時間に置き変わっていることは明白だと言

えるだろう。 

 

 

33..  保保育育者者養養成成校校のの学学生生達達のの戸戸惑惑いいとと不不安安 

 筆者が所属する保育者養成校では、新型

コロナウイルスの感染拡大が始まった 2020

年以降、他校では学内実習やオンライン実

習に切り替えるケースが目立つ中、一貫し

て現場での実習を関係施設にお願いをして

きた。 

 「with コロナ」という言葉が生まれたが、

新型コロナウイルスが早々に収束する気配

のない中、コロナ禍の保育現場で実習をす

ることの意義があると改めて認識している。

これまでの授業や教科書にはなかった新し

い保育のあり方が、手探りながらも様々な

面において始まっているからである。 

 中には、実習直前の PCR 検査を実習先か

ら求められるケースや、実習中に感染者が

出て一時中断を余儀なくされるケースも

度々あった。そのような状況下で、学生達は

コロナ禍の保育現場そして運動遊びを逞し

く経験し、様々なことを吸収してきている。 

 コロナ禍の現地実習をほぼ全て終えた学

生達に対して、「体育（実技）」の授業時に

健康面・運動面から見た実習の振り返りを

行った。その中で、暑い時期の運動遊びとマ

スク着用の難しさ感じるコメントが多かっ

た。実習時期が 6 月〜8 月に集中している

ことも要因の一つであろう。さらに室内で

は換気しないといけない、外遊びではこま

めな水分補給と休憩が必要だ、マスクを着

用していると熱中症に気づき難い等、実習

先の保育現場から学び取っている学生が数

多くいた。 

 体育実技の授業の中ではコロナ禍の運動

会の競技を考えるという取り組みを行った。

学生達はどうすれば感染対策を行いながら

子ども達が楽しめる競技が出来るか試行錯

誤するが、いざ実際に競技を行ってみると

夢中になり、細かいルールが崩れてしまう。

改めて距離を保ち接触を少なくする競技の

難しさを体感した。 
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 卒業そして就職を間近に控えている授業

最終日に、保育現場で働き出してからコロ

ナ禍での運動遊びについて不安なことは何

かとたずねた。 

 やはりマスク着用の運動遊びは子ども達

が可哀想とか、集団で楽しく遊べないので

はないか、マスクを外すかどうかの判断が

難しいのではないか、手を繋ぐことや道具

を共有することが不安だ、などの意見が数

多く集まった。期待と不安を抱えながら卒

業生達は、コロナ禍の保育現場へと働き出

している。 

 

研研究究目目的的 

――――――――――――――――――― 

 これらのことから、実際に保育現場で働

く保育関係者から、コロナ禍での運動遊び

の制約や子ども達の健康面での変化、そし

て運動会などの園行事の変更や工夫につい

てアンケート調査を行うことにした。 

 そして保育現場の実態を把握しながら、

子どもの遊びの環境がどのように保障され

ているのか、健康面と運動面を中心に探求

し、新しい保育のあり方について探求する

ことを本研究の目的とする。 

 

研研究究方方法法 

――――――――――――――――――― 

11..  調調査査時時期期とと方方法法 

 2021 年 9 月 

 （東京都は緊急事態宣言発令中） 

 紙面によるアンケート調査を実施 

 

22..  調調査査対対象象者者 

 本校が受託した、東京都保育士等キャリ

アアップ研修の「保健衛生・安全対策研修」

（講師：手塚園江氏）の参加者 68 名。 

 所属保育所等の業態は、認可保育園が

92.6%、認定こども園が 5.9%、その他が 1.5%

であった。所属保育所等の現員数は、121 人

以上が 22%、91〜120 人が 36.8%、61〜90 人

が 17.6%、46〜60 人が 11.8%、20〜45 人が

10.3%、無回答が 1.5%であった。参加者の内

訳は保育者が 66.2%、看護師が 17.6%、栄養

士が 14.7%であり、さらに保育者の担当クラ

スの内訳は、乳児クラスが 40%、幼児クラス

が 33.3%、不明が 26.7%であった。 

 

33..  倫倫理理的的配配慮慮 

 アンケート調査実施の際に、文面および

口頭にて研究協力の依頼と個人情報の取り

扱いについて説明し、集計後厳重に処理を

行っている。 

 

結結果果おおよよびび考考察察 

――――――――――――――――――― 

11..  制制約約とと負負担担がが増増ええるる保保育育現現場場 

 本調査では、まず日々の保育活動につい

ていくつかの質問を設けた。環境面におけ

る変化と様々な場面での運動遊びの変化に

ついてである。手洗い、消毒はもちろんのこ

と、「ソーシャルディスタンス」や「三密の

回避」という新たな言葉が生まれ、保育者や

友達と触れ合うことが大事な時期にも関わ

らず、保育活動の制約と保育者への負担が

生じることになった。 

 

Q1 新型コロナウイルスにより、日々の保

育活動の中で制限していることは何ですか。

（自由記述、集計時にカテゴリー分類） 

 回答の中で最も多かったのが、プール（32

件）であった。調査時期が 9 月ということ

もあり、大きな影響を受けていることが推

測できる。人数制限してプール活動をして

いるケースや、プールを中止にして水遊び

に変更しているケースが多く見受けられた。 
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プール遊びや水遊びの場合は、マスクを取

らなくてはならず、楽しい時間の最中、子ど

も達を静かにさせなければならないのは難

しい配慮になるだろう。 

 次いで多かったのが食事（24 件）で、食

事の際にパネルを使用することや黙食の指

導、そして保育者が子どもたちと一緒に食

事が出来なくなっている記述が多かった。

また、収穫したものを一緒に調理して食べ

るといった食育の機会がなくなったという

記述も複数見られた。 

 その後、園行事（22 件）、異年齢保育・

合同保育（16 件）、歌（14 件）と続く。少

数意見ではあるが、アルコール消毒できな

い布製の玩具を撤去するという記述もあっ

た。乳児クラスでの遊びの環境を考えると

とても憂慮すべき状況である。 

 

Q2 コロナ禍の前と比較して運動遊びに変

化がありましたか。（5 段階の回答と具体例

の記述） 

 

 

  

上の図のグラフは左から右に向かって変

化が大きいことを示している。園庭と比較

すると、室内と公園での運動遊びに大きな

変化が生じていることが分かる。場所毎の

具体例では以下の記述があった。 

 

【室内での運動遊び】 

・密を避けるために部屋毎に人数制限を設

けている 

・換気と手指消毒を常に行っている 

・子ども同士の接触の多い遊びを行わない 

・室内では激しい運動遊びでもマスクを付

けさせている 

・合同保育（異年齢保育）を行わない 

 

【園庭での運動遊び】 

・分散して園庭で遊ぶ（最も多い記述） 

・外でもマスクを付けさせるため熱中症の

心配がある 

・時差をつけるため短時間で遊び込めない 

・合同保育を行わない 

 

【公園での運動遊び】 

・公園での遊び自体を自粛している 

・他園の子ども達が既に遊んでいる場合は

別の公園へ移動する 

・公園の遊具の使用を禁止している 

・移動中のおしゃべりを禁止にしている 

 

 室内、園庭、公園のそれぞれの実情に合わ

せた感染防止策が取られている。特に公園

での運動遊びは、公園へ行くこと自体を自

粛するケースや、子ども達を連れて公園に

行っても他園の子ども達が既に遊んでいた

ら諦めざるを得ないという状況が、保育者

にとって変化を感じる大きな要因になって

いると思われる。 

 保育現場では、子ども達と直に接する保

育者一人ひとりの工夫や努力に委ねられて

いるのが現状で、心身ともに大きな負担に

なっているのは間違いないであろう。 

 

Q3 コロナ禍での運動遊びの中で、特に苦

慮しているものに 3 つ○を付けて下さい。 

 ・園児の体調管理  ・マスクの着脱 

 ・手洗い、うがい  ・三密の回避 

 ・遊具の消毒    ・その他（ ） 
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上の図を見ると、「三密の回避」が最も多

く 27.6%、次いで「遊具の消毒」の 24.3%、

「子ども達の体調管理」の 17.8%、「マスク

の着脱」の 15.1%、「手洗い・うがい」の 11.9%

と続く結果となった。 

 特に運動遊びの場面では、鬼ごっこなど

子ども達の移動が激しく、触れ合う場面が

どうしても増えてくるため、距離を保つこ

とや分散させることが困難な場面も出てく

るであろう。 

 大豆生田（2020）は、小学校以上の学校教

育と異なり、多くの園では密になることを

配慮しながらも、子どもの状況に応じて比

較的柔軟に対応していることが分かったと

述べている。3) さらに、保育者が感染防止の

努力をしながら子どもの思いに応じ、子ど

もの育ちを保障しようとする努力している

と述べている。 

 保育者達は遊び方のルールを変ることを

子ども達に提案したり、集まる時の座り方

を変えたり、子ども達が密集する場面を見

かけたら適宜声掛けたりするなど、配慮す

る点が格段に増えながらも、何とか子ども

の遊びの環境を保障しようとしているのだ。 

 

22..    子子どどもも達達のの様様々々なな変変化化 

 次に、子ども達の自身のことに焦点を当

てることにした。保育関係者から見た子ど

も達自身の変化について、情緒面、体調面、

体力面の 3 つの側面で以下のような質問を

行った。 

 

Q4 コロナ禍での子ども達の様子に関する

質問です。コロナ前と比較して、変化があり

ましたか。（5 段階の選択および自由記述） 

 

 

 

 情緒の面では、あまり変化しないという回

答が一定数あり、特に乳児クラス担当の保

育者にその傾向が見られた。2歳未満はマス

クの着用は推奨されず、戸外での活発な遊

び、集団遊びがまだ多くない発達段階とい

うことも背景にあるだろう。 

 一方で体力面ではかなりの割合で子ども

達に変化が見られるという回答が見られた。 

 それぞれの記述（抜粋）は以下の通りであ

る。 

 

【情緒面】 

・落ち着かない子どもが増えた 

・噛みつきが多くなった 

・感染を怖がる子どもが増えた 

・保護者の不安やストレスの影響を子ども

達が受けている 

・交流の減少とマスク着用のため、コミュ

ニケーションが減っていると感じる 

・大人がマスクをしているためか、言葉が

出てこない子が多い 

・0 歳児の前で自分がマスクを外すと泣か

れてしまう 
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・感情の表出がない、もしくは激しい 

・子ども達からコロナについて話してくる 

 

【体調面】 

・手洗い・うがいのため風邪や発熱が減っ

た 

・消毒を強化している分、感染症が減った

ように感じる 

・消毒ばかりで風邪などの病気にかかりや

すい、1 歳児は RS ウイルスにほぼ全員感染

した 

・菌への抵抗力が減少し、むしろ風邪にな

りやすい 

・免疫力が低くなっている 

・2020 年は感染症が減ったが 2021 年は爆

発的に増えている 

 

【体力面】 

・外での活動が減り、体力があまりついて

いないように感じる 

・体力が落ちた、お腹が空かない 

・外で思いっきり遊ぶことが出来ていない 

・散歩に行っていない分、体力が落ちてい

る 

・園外活動が減り体力が落ちた、マスクを

しているため動きたがらない 

・制限が多く、体力不足になっている 

・戸外に出る時間が少ないので、すぐ疲れ

てしまう 

・屋上、ホール、園庭での遊びで工夫してい

る 

・園外活動が減り、経験値が落ちている 

・行動制限がかかり、運動面では不十分 

 

 情緒面での記述を見ると、明らかに望ま

しくない影響が確認できる。2歳からは室内

での保育活動中はマスクを付ける必要が一

律ではないものの求められてくる。また、大

きな声で歌うことや外で思いっきり遊ぶ機

会が減るなど、情緒の解放が十分に行えて

いない可能性がある。 

 鈴木ら（2022）の研究においても、保護者

のアンケート調査でコロナ禍と比べると、

子ども達の癇癪を起こすことが多い、甘え

ることが多い、落ち着かない様子の時が多

いというストレスサインの増加が明らかに

なった。4) 

 また、保育活動中の保育者や友達の表情

がマスクで半分隠れてしまうという環境の

下、相手の表情を読み取ることや自分の気

持ちを表情で表すという、これまで当たり

前だったことが困難になっている。 

 体調面に関する記述部分では、感染対策

をしたおかげで病気が減ったという回答と

逆に増えたという回答があり、意見が二分

する結果となった。確かに、2020 年は新型

コロナウイルスにより保育所や幼稚園など

の休園やそれに伴う行動制限、そして手指

消毒などの感染症対策が進んだため、他も

含めた病気が格段に減ることになった。 

 RS ウイルス感染症は 1歳までに半分以上、

2 歳までにほとんどが感染すると言われて

いる。東京都感染症情報センターの次のグ

ラフによると、RS ウイルス感染症の感染状

況が 2020 年は例年と比べて格段に減少し

たのに対し、2021 年の夏頃に急激に増加し

ていることが明らかになっている。5) また

保育所を中心とした集団感染の報告数も増

加している。これは本来であれば飛沫感染

や接触感染によって自然に感染するはずの

機会が減少し、ウイルスに対する免疫のな

い子ども達の間で翌年に感染が拡大したと

考えられている。 
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定点医療機関当たり患者報告数 

（RS ウイルス感染症） 

 

出典：東京都感染症情報センター 5) 

 

  

 体力面については、5段階の変化の大きさ

の割合が最も高く、子ども達の体力が落ち

た、あるいは体力がつかないという回答が

多かった。Q2 の調査結果からも分かるよう

に、空間や時間の制約の中、身体を使って思

う存分遊ぶことは難しい状況になっている。

前橋（2017）が述べているように、特に幼児

期の子ども達は十分な運動遊びが出来ない

と、お腹が空かない、夜眠くならない、朝き

ちんと起きられないといった生活リズムを

整える観点からも悪影響を及ぼしていると

考えられる。6) 生活リズムが整わない状態

の子ども達は、情緒が安定されず、前述の情

緒面の回答につながっていくと推察される。 

 

33..    園園行行事事ののあありり方方をを模模索索 

  次に所属する保育所等において、日々の

保育活動とは異なる園行事について、以下

の通り複数の質問を行った。 

 

Q5 新型コロナウイルスにより中止にした

園行事は何ですか。（2020〜2021 年度、複

数選択） 

 ・保育参観    ・遠足 

 ・お泊まり保育 ・運動会 

 ・季節の行事 ・作品展 

 ・学芸会  ・全て行った 

 ・その他（    ） 

 

 

  

 最も中止された園行事は保育参観となっ

た。次いで遠足、お泊まり保育と続いた。保

育参観は、コロナ禍の感染予防対策という

観点から、保育所内に出来るだけ人の出入

りを制限したい状況であることは容易に想

像できる。また、1 日の人数制限を設けて分

散して日々の保育を保護者に参観してもら

う事例もあった。 

 「その他」のところでは、敬老の日に高齢

者施設に行ってお年寄りの方と直接交流す

る行事をお手紙で交流することに変更した

など、地域交流に関する記述が複数見られ

た。 

 

Q6 園行事を中止ではなく工夫して開催し

た事例がありましたら記入してください。

（自由記述） 

  

 Q5 の保育参観に次いで中止が多かった遠

足に関しては、代替行事としてバスや電車

を使わず遠くの公園までお散歩に行き、園

に戻ってから昼食を食べるという意見があ

った。他にも長距離のお散歩や園庭でお昼

を食べるなどが挙げられた。 
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 お泊まり保育も同様に、泊まらないお泊

まり保育（夜ふかし保育）をするなど保育者

達の工夫が感じられた。新型コロナの感染

防止と園の行事を楽しみに思う子ども達の

気持ちとの狭間で、保育者達の苦労と工夫

が垣間見える。 

 また、この問 6 の記述には二つの傾向が

明らかになった。一つ目は人数制限、分散開

催というキーワードが頻出していること、

そして二つ目はつまりオンライン開催、あ

るいは子ども達のみで開催し、後日 DVD を

保護者に配布（販売）するという新しい様式

である。 

 保育の世界での ICT 化は、コロナ禍前か

ら推進されてきたが、この状況下で一気に

加速されることになった。感染や濃厚接触

で自宅にいる子ども達にも、日々の保育を

オンラインで届けることが出来るようにな

り、園行事の過程や成果を画像や動画で各

家庭に配信することが保育の新しいあり方

として始まっている。 

 対面に勝るものではないだろうが、保護

者会や個人面談といった保護者を対象とし

たものを ICT の活用という選択肢が増えた

ことは、感染防止という観点からも保育者

と保護者の両者の負担軽減という観点から

も有益なことだと言えるだろう。その際、保

育者たちは柔軟な対応力が求められること

になる。 

 そして多くの子ども達と保護者が集まる

従来の園行事（夏祭り、運動会、学芸会、作

品展）などは、人数制限や分散開催、オンラ

インの活用といった新しい様式を取り入れ

る、あるいは取り入れざるを得ないケース

がほとんどであった。 

 これまでのような、保護者達がたくさん

観に来る園行事に向けて毎日練習をするの

ではなく、日常の保育活動、遊びの延長とし

て捉え、夏祭りごっこや運動会ごっこを楽

しむという事例も増えてきている。 

 大豆生田（2021）は、この新型コロナウイ

ルスが始まる前から「行事中心の保育」の見

直しが既に始まっていると述べている。7) 

保育の質を高めるためは、「子どもにとって

どうか」という視点が基盤になるからであ

り、子ども主体の保育につながっていくと

考えられているからだ。 

 保護者の期待に応えるために、あるいは

形骸化された行事のために保育者も子ども

達も年中ずっと忙しくなり、やらされてい

る感があるのは本末転倒であろう。 

 次に運動会に特化した質問を行った。 

 

Q7 運動会についてどのような形態で開催

しましたか。（2020 年・2021 年、複数選択

および自由記述） 

 ・分散開催  ・人数制限 

 ・競技を減らす ・中止 

 ・通常通り  ・その他（  ） 

  

 

  

通常通りに開催する園は 2020 年、2021 年

共になかった。またコロナ禍での運動会の

形態として最も多かったのが人数制限、次

いで分散開催と競技数を減らすケースがほ

ぼ同じ数であった。そしてこれらの複数の

形態を併せて行うケースも半数以上見られ

た。 

 一方で中止にした園は、2020 年から 2021

年にかけて少し減少している。中止と回答

した園では、分散開催の保育参観の中で運
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動会ごっこを披露したり、保育の中で運動

会ごっこを撮影した動画を DVD にして保護

者に配布したりする対応もあった。 

 また、その他の記述の中には、開催するか

未定やオンライン配信、元々園として運動

会を行わないなどの意見があった。 

 記述の部分では、以下のような対策や工

夫が明らかになった。 

・組体操などの集団競技を止めて個人競技

のみにした 

・会場を園庭から広いグランドに変更した 

・乳児クラスは不参加にした 

・4 歳児クラスまでは子ども達のみにして、

5 歳児クラスだけ保護者を呼んだ 

・乳児・幼児の 2 部制に分けて行った 

・保護者席、子ども達の席の間隔を開ける 

・撮影による席の移動は禁止 

・親子競技、未就園児競技、卒園児競技は中

止 

・競技そのものの見直しや隊形移動の配慮 

・開会式・閉会式の短縮 

 

中島（2021）が自園での運動会を振り返り、

以下のように述べている。8) 

 

分散して開催したら少しさみしくな 

るかなと思いましたが、例年にないく 

らいアットホームな雰囲気でした。子 

ども達もいつも見知った顔に見守られ 

て、緊張せずにいい顔。乳児クラスは初 

めて自園の園庭で開催したこともあり、 

よりいっそう「いつも」の延長上の運動 

会となりました。 

         （中略） 

   例年と変わることには不安もともな 

いましたが、子どもの姿を見て考え、繰

り返し話し合ったことは大きな力とな

りました。形を変えても、保護者と子ど

もたちの大きくなった姿を喜びあえ、

私たちの保育に向けるまなざしも伝え

られたかな、と思います。 

   まだまだ先の見えない不安が続いて   

いますが「日々の姿（保育）から考え   

る」という視点を学んで、これからもコ  

ロナ禍の行事をつくっていきたいと思 

います。 

 

 このように、そもそもどうして運動会を

行うのか、という根本的なところから保育

者達が時間をかけて話し合い、そして「出来

ない」ではなく何をどうしたら「出来る」の

かという考えのもと、子ども達が日々楽し

む遊びの姿から各競技へと膨らませている

好例だと言えるだろう。 

 さらに、これまでの運動会では保護者が

我が子を探すのが大変であったが、分散開

催によって、我が子の頑張りや成長した姿

をつぶさに観察することが出来るという新

たな良さも確認されている。 

 

44..  ココロロナナ禍禍ででもも大大事事ににししたたいいこことと 

 本調査では最後に以下の質問を投げかけ

た。 

 

Q8 新型コロナウイルス感染防止と子ども

達の健やかな成長の狭間で日々ご苦労され

ているかと思います。子ども達の健康面・運

動面で最も大事にしていることは何でしょ

うか。（自由記述） 

  

 自由記述による回答であるため、回答を

健康面、運動面、その他に分類してまとめ

た。 

 

【健康面】 

・園児の健康観察及び保護者と体調面につ

いてコミュニケーションを取ることで、子

ども・家族の体調の把握に努めている 
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・テラスで遊ぶ際、クラス毎に時間で入れ

替えて、手洗い・消毒を行っている 

・健康面では園児はもちろん、家庭での様

子も情報提供してもらう 

・手洗い、うがいの重要性を伝える、咳エチ

ケット、コロナのことを学ぶ 

・体調管理（発熱など） 

・健康管理表の記入 

・コロナに関係なく咳や鼻水、発熱など子

どもの様子に目を向ける 

・日々いつもと体調が違うところがないか

常に観察しつつ検温は午後実施 

・健康管理に対する意識を育てる（特に 5歳

児）、自分で手洗いをしっかりできるように

する 

・変化に気がつくようこれまで以上に観察

することを心がけている 

・制限のある中でも保育士・栄養士・看護師

のやることは変わらない、子どもの小さな

変化に敏感になりつつも、園外散歩、リズム

遊び、安全な環境、栄養ある給食を提供して

いる 

・乳児の食事介助の際は口が見えるマスク

を付けている 

・乳児園なのでマスクは着用していないが、

これまで以上によく健康観察の強化につと

めている 

・体調が悪い時は早めにお休みしてもらう 

 

【運動面】 

・室内での運動遊びは少人数で行うよう心

がける 

・天気の良い日は外に出て、しっかり体を

動かせる時間を保障する 

・運動量を減らさない工夫 

・体調管理を大事にしつつも代替して満足

した遊びを過ごしていけるよう日々工夫 

・体調面を観察しながら、なるべく戸外に

出るようにしている 

・伸び伸び活動が出来るよう、蜜を避けな

がら遊ぶ時は思いっきり遊ぶ 

・近隣の河川敷に出かけ、心身リフレッシ

ュ出来る運動を行う 

・プールから水遊びに変更した為、満足で

きるような玩具を用意 

・体力低下防止でリズム体操や巧技台を使

った遊びを行っている 

 

【その他】 

・これまで以上に家庭と連携するようにし

ている 

・出来るだけこれまでと変わらない日常を

経験させたい 

・出来る範囲の中で子ども達が不自由に感

じないように工夫する 

・コロナ禍でも楽しく、今までと変わらな

いように努めている 

・笑顔で過ごす、コロナばかりの日々にし

ない 

・子ども達の今の発達時に経験させたいこ

とをどうすれば出来るのかを考えて行って

いる 

・子どもの気持ちを大切にする 

・心の距離を近く 

・楽しい！と思うことを大事にしたい 

・感染拡大防止でなんでも中止ではなく、

できる範囲で今までと同じような体験がで

きるよう工夫している 

・感染対策はしっかり行いつつ、必要以上

に怖がることはないと伝えている 

 

 健康面では、健康管理表を活用しながら

これまで以上に家庭との連携を取っている

ことが明らかになった。家庭での連携で言

うと、子どもや家族が感染や濃厚接触した

場合などのやり取りにおいても、より一層

きめ細やかな対応が増えていると思われる。

また、子ども達に対して手洗いやうがい、消
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毒、咳エチケットなど、感染防止のための意

識を育てているという回答も複数見られた。 

 運動面では、密にならないよう配慮しな

がらも思いっきり体を動かす時間を作るこ

とを心がけていることが分かった。遊びの

変更や工夫も様々な場面で確認できた。 

 その他では、どうやったら子ども達の気

持ちが満たされるのかという視点を持って

いることが明らかになった。これまでと変

わらない日常を大事にしたい、子ども達に

不自由な思いをさせたくない、楽しい保育

をしたい、コロナ禍であることを忘れさせ

たいという保育者達の温かい思いが伝わっ

てきた。 

 

おおわわりりにに 

――――――――――――――――――― 

 本研究では、コロナ禍での子ども達の遊

びの環境について、健康および運動の視点

から検証してきた。 

 そこには人的環境の保育関係者の存在が

とても大きく、きめ細やかな気配りと粘り

強い努力、そして子ども達を思いやる気持

ちが浮かび上がってきた。 

 さらに、従来のやり方では通用しないコ

ロナ禍で、どのように考え方を転換してい

かなくてはならないのか、職員間で議論し

ICTを用いた研修に積極的に参加するなど、

柔軟な対応力が求められている。 

 汐見（2020）が、コロナ禍という危機的な

状況での保育の工夫が、かえって無理のな

い、よりやりがいの感じる保育や園運営を

編み出したということは何を意味している

のか、と投げかけている。9) 相当無理な働き

を強いられてきた保育の環境を見直さざる

を得なくなったことで、結果無理のない環

境で良い保育が出来ているのではないかと

指摘している。 

 コロナ禍による遊びの環境の制限や保育

者や子ども達の負担は依然として続いてお

り、子どもの遊びの環境を保障しているの

は、保育者の存在が何よりも大きい。 

 新しい保育のあり方が模索され移行しつ

つある中、これからも継続的に調査し考察

していくことを今後の課題としたい。    
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